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１

　

陸
軍
三
式
戦
闘
機
「
熊く

ま

鷹た
か

」
が
、
順

じ
ゅ
ん

次じ

離
陸
を
開
始
し
た
。

　

元
々
、
艦
上
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
機
体
だ
け
に
、
滑
走

距
離
は
短
い
。

　

米
国
製
二
〇
〇
〇
馬
力
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
轟と

ど
ろか
せ
、
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
距
離
を
駆
け
抜
け
た
と
こ
ろ
で
、
着
陸

脚
が
大
地
か
ら
離
れ
る
。

　

逆
ガ
ル
形
と
い
う
特と

く

異い

な
主
翼
形
状
を
持
つ
戦
闘
機
が
、

イ
タ
リ
ア
領
シ
チ
リ
ア
島
の
北
岸
上
空
を
飛ひ

翔し
ょ
うす
る
。

「
あ
れ
か
な
、
敵
の
目
標
は
？
」

　

陸
軍
飛
行
第
三
戦
隊
の
第
三
中
隊
長
原は

ら

口ぐ
ち

譲ゆ
ず
る

大
尉
は
、

右
下
方
を
見
や
っ
た
。

　

パ
レ
ル
モ
の
港
に
、
二
〇
隻
以
上
の
輸ゆ

送そ
う

船せ
ん

と
護
衛
の
小

型
艦
艇
が
入
港
し
て
い
る
。

　

シ
チ
リ
ア
島
の
攻
略
後
、
島
西
部
の
守
り
に
就つ

い
て
い
る

第
三
八
師
団
と
独
立
混
成
第
二
五
、
二
六
旅
団
、
第
六
飛
行

師
団
、
海
軍
第
一
二
根
拠
地
隊
へ
の
補
給
物
資
を
運
ん
で
来

た
船
団
だ
。

　

連
合
軍
が
シ
チ
リ
ア
島
を
制
圧
し
た
後
、
枢す

う

軸じ
く

軍
は
専も

っ
ぱら

パ
レ
ル
モ
、
カ
タ
ー
ニ
ア
の
飛
行
場
と
、
補
給
物
資
を
運
ん

で
来
る
輸
送
船
を
標
的
に
、
攻
撃
を
繰
り
返
し
た
。

　

飛
行
場
に
は
、
四
発
重
爆
撃
機
の
ア
ブ
ロ
・
グ
ラ
イ
フ
と

双
発
高
速
爆
撃
機
デ
・
ハ
ビ
ラ
ン
ド
・
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
が
用
い

ら
れ
、
輸
送
船
に
は
、
Ｕ
ボ
ー
ト
に
よ
る
海
中
か
ら
の
襲
撃

と
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
爆
撃
が
併へ

い

用よ
う

さ
れ
た
。

　

こ
の
日
―
昭
和
一
九
年
二
月
一
三
日
、
パ
レ
ル
モ
に
来

襲
し
た
敵
機
の
目
標
は
、
ま
だ
分
か
ら
な
か
っ
た
。

「『
鷹た

か

匠じ
ょ
う』
よ
り
『
鷹た

か

』。『
百も

ず舌
』
約
五
〇
羽
。
現
在
位
置
、

『
鳥と

り

小ご

屋や

』
よ
り
三
四
五
度
、
二
〇
キ
ロ
。
高
度
二
〇
〇
」

　

パ
レ
ル
モ
の
指
揮
所
か
ら
、
無
線
電
話
機
を
通
じ
て
情
報

が
伝
え
ら
れ
る
。

　

ヴ
ュ
ル
ガ
ー
約
五
〇
機
が
、
高
度
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
低

空
よ
り
パ
レ
ル
モ
に
迫
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

「
目
標
は
輸
送
船
だ
な
」
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原
口
は
呟つ

ぶ
やい

た
。

　

飛
行
場
へ
の
攻
撃
は
、
グ
ラ
イ
フ
に
よ
る
高
高
度
爆
撃
と

の
二
本
立
て
が
多
い
。
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
み
の
攻
撃
で
あ
れ
ば
、

目
標
は
輸
送
船
と
推
測
さ
れ
る
。

「
小こ

宮み
や

一
番
よ
り
全
機
へ
。
続
け
！
」

　

戦
隊
長
小
宮
剛た

け
し

少
佐
の
声
が
、
無
線
電
話
機
の
レ
シ
ー

バ
ー
に
響
い
た
。

　

飛
行
第
三
戦
隊
の
三
式
戦
「
熊
鷹
」
は
四
八
機
。

　

う
ち
五
機
が
エ
ン
ジ
ン
不
調
で
出
撃
を
見
送
ら
れ
た
た
め
、

現
在
は
四
三
機
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

逆
ガ
ル
翼
の
機
体
が
、
次
々
と
左
に
旋
回
し
、
パ
レ
ル
モ

の
沖
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
。

　

昨
年
八
月
、
第
三
段
作
戦
が
発
動
さ
れ
た
時
点
で
は
、「
熊

鷹
」
の
装
備
部
隊
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
。

　

第
六
飛
行
師
団
の
上
位
部
隊
で
あ
る
第
四
航
空
軍
の
下
に
、

独
立
飛
行
第
五
五
中
隊
の
熊
鷹
一
八
機
が
試
験
的
に
配
備
さ

れ
た
だ
け
で
あ
り
、
一
式
戦
闘
機
「
隼

は
や
ぶ
さ」
と
二
式
単
座
戦

闘
機
「
鍾

し
ょ
う

馗き

」
が
陸
軍
戦
闘
機
隊
の
主
力
を
占し

め
て
い
た
。

　

だ
が
、
第
三
段
作
戦
が
終
わ
り
、
第
四
航
空
軍
が
シ
チ
リ

ア
島
に
前
進
し
た
現
在
、
戦
闘
機
隊
の
主
力
は
熊
鷹
に
代
わ

っ
て
い
る
。

　

導
入
時
の
模も

擬ぎ

空
戦
で
隼
や
鍾
馗
を
圧
倒
し
た
と
い
う
こ

と
も
あ
る
が
、
ト
リ
ポ
リ
上
空
の
空
中
戦
で
、
来
襲
し
た
ヴ

ュ
ル
ガ
ー
多
数
を
撃
墜
し
た
実じ

っ

績せ
き

が
も
の
を
言
っ
た
の
だ
。

「
米
国
製
の
機
体
に
頼
っ
て
い
た
の
で
は
、
我
が
国
の
軍
用

機
技
術
が
育
た
な
い
の
で
は
な
い
か
」

　

そ
う
危き

惧ぐ

す
る
声
も
あ
っ
た
が
、

「
長
年
、
米
国
を
仮
想
敵
と
考
え
て
来
た
海
軍
で
さ
え
、
米

国
製
兵
器
を
導
入
し
て
い
る
。
勝
利
の
た
め
に
必
要
な
ら
ば
、

導
入
を
躊た

め
ら躇
う
べ
き
で
は
な
い
」

　

と
の
意
見
が
陸
軍
上
層
部
の
大た

い

勢せ
い

を
占
め
た
た
め
、
熊
鷹

の
装
備
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
の
だ
。

　

そ
の
機
体
が
今
、
パ
レ
ル
モ
の
北
北
西
海
上
で
旋
回
待
機

し
、
敵
機
を
待ま

ち
構か

ま

え
て
い
る
。

　

高
度
は
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

　

戦
闘
機
の
待
機
高
度
と
し
て
は
低
め
だ
が
、
海
面
付
近
か
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ら
侵
入
し
て
来
る
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
に
対
し
て
は
、
低
空
で
待
ち

受
け
る
の
が
有
効
だ
。

「
小
宮
一
番
よ
り
全
機
へ
。
正
面
に
敵
機
！
」

　

レ
シ
ー
バ
ー
に
、
戦
隊
長
の
太
い
声
が
響
い
た
。

　

原
口
は
正
面
を
見み

据す

え
た
。

　

水
平
線
の
向
こ
う
か
ら
湧わ

き
出
す
よ
う
に
、
多
数
の
黒
点

が
出
現
し
て
い
る
。

　

一
つ
一
つ
が
左
右
に
広
が
り
、
航
空
機
の
姿
を
整
え
る
。

　

丸
っ
こ
い
機
首
と
、
見
る
か
ら
に
馬
力
が
あ
り
そ
う
な
太

い
エ
ン
ジ
ン
。

　

六
飛
師
が
パ
レ
ル
モ
に
進
出
し
て
以
来
、
何
度
と
な
く
銃

火
を
交
え
た
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
だ
。

「
お
や
…
…
？
」

　

原
口
は
違
和
感
を
覚お

ぼ

え
、
目
を
擦こ

す

っ
た
。

　

指
揮
所
は
敵
の
高
度
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
伝
え
て
い
た

が
、
見
た
と
こ
ろ
、
熊
鷹
と
の
高
度
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

前
方
に
立
ち
塞ふ

さ

が
る
熊
鷹
を
恐
れ
る
様
子
も
な
く
、
真ま

っ

向こ
う

か
ら
向
か
っ
て
来
る
。

「
全
機
、
散
開
！
」

　

小
宮
が
、
狼ろ

う

狽ば
い

し
た
よ
う
な
声
で
叫さ

け

ん
だ
。

　

直
後
、
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
群
の
先
頭
集
団
が
機
首
に
発
射
炎
を

閃ひ
ら
めか

せ
た
。

　

太
い
火か

箭せ
ん

が
噴
き
延
び
、
熊
鷹
に
殺
到
し
て
来
る
。

　

戦
隊
は
、
各
小
隊
毎ご

と

に
分
か
れ
て
散
開
す
る
が
、
二
機
が

か
わ
し
損そ

こ

ね
た
。

　

一
機
は
敵
弾
の
奔ほ

ん

流り
ゅ
う
に
呑
み
込
ま
れ
、
ガ
ラ
ス
細ざ

い

工く

の

よ
う
に
砕
け
た
。
分ぶ

ん

断だ
ん

さ
れ
た
主
翼
や
胴
体
、
エ
ン
ジ
ン
・

ブ
ロ
ッ
ク
が
、
白
煙
を
引
き
な
が
ら
海
面
に
落
下
し
た
。

　

も
う
一
機
は
、
左
主
翼
を
付
け
根
付
近
か
ら
も
ぎ
取
ら
れ

た
。
片
方
の
揚よ

う

力り
ょ
く
を
失
っ
た
機
体
が
、
錐き

り

揉も

み
状
に
回
転

し
な
が
ら
墜
落
し
始
め
た
。

「
三
中
隊
、
続
け
！
」

　

熊
鷹
二
機
が
相あ

い

次つ

い
で
墜
落
し
た
と
き
に
は
、
原
口
は
麾き

下か

の
七
機
に
下か

令れ
い

し
て
い
る
。

　

操そ
う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
大
き
く
右
に
倒
し
、
急
角
度
の
水
平
旋
回
を

か
け
、
敵
機
の
狙ね

ら

い
を
外
し
に
か
か
る
。
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ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
編
隊
が
、
猛
速
で
突
っ
込
ん
で
来
る
。
こ

れ
ま
で
に
戦
っ
た
機
体
よ
り
も
、
速
度
性
能
が
高
い
。

（
鷹
が
百
舌
に
負
け
た
ん
じ
ゃ
話
に
な
ら
ん
な
）

　

そ
う
考
え
つ
つ
、
原
口
は
第
三
中
隊
の
七
機
を
、
敵
編
隊

の
側
方
に
回
り
込
ま
せ
た
。

　

第
二
小
隊
は
小
隊
長
の
鈴す

ず

木き

正ま
さ

雄お

曹
長
に
委ゆ

だ

ね
、
自
身
は

直じ
き

率そ
つ

す
る
第
一
小
隊
の
三
機
を
率
い
て
、
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
に
突

進
す
る
。

　

回
り
込
ん
で
来
る
熊
鷹
に
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
、
ヴ
ュ
ル

ガ
ー
四
機
が
左
旋
回
を
か
け
、
原
口
の
小
隊
に
機
首
を
向
け

る
。
旋
回
格
闘
戦
を
挑い

ど

ま
ん
と
す
る
動
き
だ
。

（
奴
ら
の
任
務
は
爆
撃
じ
ゃ
な
い
）

　

敵
機
の
動
き
か
ら
、
原
口
は
そ
の
こ
と
を
悟さ

と

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
対
戦
し
た
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
は
、
自
衛
用
の
火
器

を
持
た
な
い
爆
撃
機
型
、
爆
弾
搭
載
量
は
や
や
小
さ
い
反は

ん

面め
ん

、

機
首
に
火
器
を
装
備
し
た
戦
闘
爆
撃
機
型
が
あ
る
が
、
今
、

自
分
た
ち
が
戦
っ
て
い
る
機
体
は
、
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
。

　

空
中
戦
を
主
任
務
と
す
る
双
発
戦
闘
機
だ
。

　

攻
撃
目
標
は
、
輸
送
船
で
も
飛
行
場
で
も
な
い
。
パ
レ
ル

モ
に
展
開
す
る
戦
闘
機
隊
だ
。

「
二
、
三
、
四
番
、
続
け
！
」

　

原
口
は
後
続
す
る
三
機
に
呼
び
か
け
、
操
縦
桿
を
大
き
く

左
に
倒
し
た
。

　

熊
鷹
が
急
角
度
の
左
旋
回
を
か
け
、
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
内
側

へ
と
回
り
込
む
。

　

旋
回
格
闘
戦
を
得
意
と
す
る
機
体
で
は
な
い
が
、
運
動
性

能
の
高
さ
は
、
双
発
の
重
戦
と
は
比
較
の
段
で
は
な
い
。
原

口
の
小
隊
は
、
敵
機
の
内う

ち

懐
ぶ
と
こ
ろに
食
い
下
が
っ
て
ゆ
く
。

　

原
口
は
、
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

の
白
い
環わ

の
中
に
敵
一
番
機
を
捉と

ら

え

て
い
る
。

　

も
う
少
し
で
発
射
で
き
る
―
そ
う
思
い
、
発
射
ボ
タ
ン

を
押
そ
う
と
し
た
と
き
、
不ふ

意い

に
敵
一
番
機
が
視
界
か
ら
消

え
た
。

　

後
続
す
る
三
機
も
加
速
し
て
い
る
。
敵
は
、
フ
ル
・
ス
ロ

ッ
ト
ル
で
の
離
脱
に
か
か
っ
た
の
だ
。

　

原
口
は
舌
打
ち
し
な
が
ら
も
、
機
関
砲
の
発
射
ボ
タ
ン
を
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押
し
た
。

　

両
翼
の
前ぜ

ん

縁え
ん

に
発
射
炎
が
閃
き
、
青
白
い
曳え

い

痕こ
ん

が
ほ
と
ば

し
っ
た
。

　

ブ
ロ
ー
ニ
ン
グ
一
二
・
七
ミ
リ
機
関
砲
六
門
の
射
撃
だ
。

圧
倒
的
な
弾
量
で
、
網あ

み

を
か
け
る
よ
う
に
敵
機
を
押
し
包
む
。

　

一
二
・
七
ミ
リ
弾
が
、
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
四
番
機
の
後
部
を
捉

え
た
。

　

胴
体
後
部
に
火
花
が
散
り
、
破
片
が
飛
び
散
っ
た
。

　

速
力
が
落
ち
、
小
隊
か
ら
落ら

く

伍ご

し
た
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
に
、
原

口
が
追
い
す
が
る
。

　

距
離
を
詰つ

め
、
敵
機
の
左
後
方
か
ら
一
連
射
を
浴
び
せ
る
。

　

左
の
エ
ン
ジ
ン
・
ナ
セ
ル
か
ら
大
量
の
黒
煙
が
噴ふ

ん

出し
ゅ
つ
し
、

プ
ロ
ペ
ラ
が
停
止
し
た
。

　

ヴ
ュ
ル
ガ
ー
は
左
に
大
き
く
旋
回
し
な
が
ら
、
急
速
に
高

度
を
落
と
す
。

　

速
度
性
能
が
高
く
、
捕
捉
が
難
し
い
機
体
だ
が
、
よ
う
や

く
一
機
を
墜お

と
し
た
の
だ
。

「
中
隊
長
殿
、
右
上
方
！
」

　

警
報
が
、
レ
シ
ー
バ
ー
に
飛
び
込
ん
だ
。
原
口
の
二
番
機

を
務
め
る
佐さ

藤と
う

恒つ
ね

夫お

少
尉
の
叫
び
声
だ
っ
た
。

　

敵
機
に
視
線
を
向
け
る
よ
り
早
く
、
身
体
が
動
い
た
。
操

縦
桿
を
右
に
倒
し
、
急
旋
回
を
か
け
た
。

　

一
瞬
遅
れ
て
、
太
い
曳
痕
の
束
が
、
原
口
機
の
左
の
翼
端

を
か
す
め
た
。

　

ヴ
ュ
ル
ガ
ー
が
自み

ず
から
の
射
弾
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
原
口

機
の
左
脇
を
か
す
め
る
。

　

敵
機
の
攻
撃
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。

　

右
旋
回
を
か
け
る
原
口
機
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
敵
弾
が

降
り
注
ぐ
。

　

大
口
径
の
機
関
砲
を
機
首
に
集
中
し
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
、

複
数
の
火
箭
が
寄
り
集
ま
っ
た
、
太
い
棍こ

ん

棒ぼ
う

の
よ
う
だ
。

　

当
た
れ
ば
、一
撃
で
打
ち
砕
か
れ
る
。熊
鷹
が
放
つ
一
二・

七
ミ
リ
弾
の
投と

網あ
み

と
は
異
な
る
凄す

ご

み
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
二
、
三
、
四
番
機
が
、
続
け
ざ
ま
に
原
口

機
の
脇
を
抜
け
、
急
降
下
に
よ
っ
て
離
脱
す
る
。

　

敵
弾
は
、
原
口
機
の
主
翼
や
胴
を
す
れ
す
れ
に
か
す
め
る
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が
、
被
弾
は
な
い
。

「
原
口
三
番
よ
り
一
番
、
敵
一
機
撃
墜
！
」

「
原
口
四
番
よ
り
一
番
、
敵
一
機
撃
墜
！
」

　

原
口
の
レ
シ
ー
バ
ー
に
、
弾は

ず

ん
だ
声
で
報
告
が
入
っ
た
。

　

三
番
機
に
乗
る
新あ

ら

井い

勉つ
と
む

軍
曹
と
四
番
機
に
乗
る
井い

森も
り

啓け
い

太た

伍
長
の
声
だ
っ
た
。

　

原
口
機
よ
り
も
下
方
に
占せ

ん

位い

し
、
離
脱
を
図は

か

る
ヴ
ュ
ル
ガ

ー
に
、
横よ

こ

合あ

い
か
ら
の
射
弾
を
浴
び
せ
た
の
だ
。

　

第
一
小
隊
は
、
合
計
三
機
を
墜
と
し
た
計
算
に
な
る
。

「
中
隊
長
殿
、
敵
機
が
！
」

　

佐
藤
が
注
意
を
喚か

ん

起き

し
た
。

　

原
口
は
、
周
囲
を
見
渡
し
た
。

　

戦
っ
て
い
る
う
ち
に
、
空
中
戦
の
戦
場
は
パ
レ
ル
モ
に
近

づ
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

海
上
だ
け
で
は
な
く
、
市
街
地
の
上
空
で
も
戦
闘
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
動
き
は
直
線
的
だ
。

　

ひ
た
す
ら
ま
っ
す
ぐ
突
っ
込
み
、
熊
鷹
に
機
首
か
ら
の
一

連
射
を
浴
び
せ
て
離
脱
す
る
。

　

一
方
の
熊
鷹
は
、
運
動
性
能
を
活い

か
し
て
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
に

立
ち
向
か
う
。
急
旋
回
を
か
け
て
敵
弾
を
か
わ
し
、
敵
機
の

側
方
や
背
後
か
ら
一
撃
を
見み

舞ま

う
。

　

ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
機
関
砲
弾
に
粉
砕
さ
れ
た
熊
鷹
の
破
片
が
、

パ
レ
ル
モ
沖
の
海
面
に
ば
ら
撒ま

か
れ
て
飛し

ぶ
き沫
を
上
げ
、
片
方

の
エ
ン
ジ
ン
を
破
壊
さ
れ
た
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
が
市
街
地
に
墜
落

し
、
地
上
建
造
物
の
間
か
ら
、
炎
と
黒
煙
が
立
ち
上
る
。

　

乱
戦
の
中
、
飛
行
場
に
向
か
う
機
影
に
原
口
は
気
づ
い
た
。

　

一
〇
機
前
後
の
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
が
高
度
を
下
げ
つ
つ
、
滑
走

路
の
北
端
を
目
指
し
て
い
る
。
地
上
を
銃
撃
し
よ
う
と
し
て

い
る
動
き
だ
。

「
原
口
二
、
三
、
四
番
、
続
け
。
飛
行
場
に
向
か
う
！
」

　

三
人
の
部
下
に
命
じ
、
原
口
は
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル

を
開
い
た
。
旋
回
に
伴

と
も
な

っ
て
速
度
が
低
下
し
た
機
体
が
、

一
気
に
加
速
さ
れ
た
。

　

三
〇
分
ほ
ど
前
に
離
陸
し
た
飛
行
場
が
、
み
る
み
る
近
づ

い
て
来
る
。
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ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
編
隊
と
は
正
反
対
に
、
滑
走
路
の
南
端
付

近
を
目
指
す
。

　

敵
編
隊
は
突
撃
態
勢
に
入
っ
て
い
る
。
駐
機
場
や
無む

蓋が
い

掩え
ん

体た
い

壕ご
う

に
収
め
ら
れ
て
い
る
機
体
を
狙
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

「
や
ら
せ
る
か
！
」

　

一
声
叫
び
、
原
口
は
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
群
の
前
上
方
か
ら
突
進

し
た
。

　

ヴ
ュ
ル
ガ
ー
群
の
前
方
に
位
置
す
る
数
機
が
機
首
を
引
き

起
こ
し
、
発
射
炎
を
閃
か
せ
る
。
火
の
玉
を
思
わ
せ
る
曳
痕

が
、
突
き
上
げ
る
よ
う
に
殺
到
す
る
。

　

原
口
は
、
操
縦
桿
を
右
に
、
左
に
と
倒
し
た
。

　

熊
鷹
の
機
体
が
振ふ

り
子こ

の
よ
う
に
振
ら
れ
、
ヴ
ュ
ル
ガ
ー

の
射
弾
を
か
わ
し
た
。

　

敵
機
の
頭
上
か
ら
押
し
被
さ
る
よ
う
に
し
て
、
一
連
射
を

叩
き
込
ん
だ
。
両
翼
か
ら
噴
き
延
び
た
無
数
の
曳
痕
が
、
ヴ

ュ
ル
ガ
ー
一
機
を
包
み
込
ん
だ
。

　

撃
墜
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
後
続
の
機
体
に
か
か
る
。

　

発
射
ボ
タ
ン
に
か
け
た
親
指
に
力
を
込
め
る
や
、
両
翼
か

ら
放
た
れ
た
火
箭
が
、
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
前
上
方
か
ら
突
き
刺

さ
る
。

　

速
度
性
能
が
高
い
熊
鷹
も
、
地
上
付
近
で
は
最
大
時
速
が

五
〇
〇
キ
ロ
台
ま
で
落
ち
る
が
、
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
と
の
相
対
速

度
は
、
時
速
一
〇
〇
〇
キ
ロ
前
後
に
達
し
た
は
ず
だ
。

　

射
撃
の
機
会
は
一
瞬
し
か
な
く
、
撃
墜
を
確
認
す
る
余
裕

も
な
い
。
一
連
射
を
放
っ
た
と
き
に
は
、
既
に
照
準
器
の
白

い
環
が
、
次
の
目
標
を
捉
え
て
い
る
。

　

瞬ま
た
たく
間
に
、
滑
走
路
の
上
空
を
南
端
か
ら
北
端
ま
で
駆
け

抜
け
る
。

　

反
転
し
、
後
方
を
見
る
と
、
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
の
残ざ

ん

骸が
い

が
滑
走

路
上
に
散
ら
ば
り
、
黒
煙
を
上
げ
て
い
る
様
が
見
え
る
。

　

飛
行
場
を
襲
お
う
と
し
て
い
た
一
〇
機
前
後
の
ヴ
ュ
ル
ガ

ー
の
う
ち
、
半
数
程
度
は
墜
と
し
た
よ
う
だ
。

「
原
口
四
番
よ
り
一
番
、
敵
機
が
離
脱
し
ま
す
！
」

　

小
隊
の
最
後
尾
に
い
る
井
森
伍
長
が
報
告
し
た
。

　

原
口
は
、
飛
行
場
の
西
方
に
視
線
を
向
け
た
。

　

数
機
の
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
が
大
き
く
旋
回
し
つ
つ
、
海
上
へ
と



ドイツ空軍 ヴュルガーJ単座戦闘機

　英国を占領したドイツは、モスキートを製造設備ごと接収、「ヴュル
ガー」という呼称で使用している。原型の高速爆撃機に加え、偵察機型、
戦闘爆撃機型、夜間戦闘機型の派生型が作られた。さらに、米国の参戦
が近いとみたドイツ空軍は、米陸軍のP38に対抗するため、単座戦闘機
型を開発した。これが「ヴュルガーＪ」と呼ばれる本型である。時速
670キロにも達する最大速度に加え、20ミリ機関砲４門の強火力をもつ
本機は、対地・対艦戦闘にも用いられ、日英連合軍にとって大きな脅威
となっている。

全長 12.6m
翼幅 16.5m
全備重量 9,700kg
発動機 ダイムラー・ベンツ DB605B
 1,475馬力×2基
最大速度 670km/時
兵装 20mm機関砲×4門
乗員数 1名
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向
か
っ
て
い
る
。

　

地
上
攻
撃
を
断
念
し
、
退
却
に
移
っ
た
よ
う
だ
。

　

飛
行
場
を
狙
っ
た
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
だ
け
で
は
な
い
。

　

海
上
や
市
街
地
の
上
空
で
、
飛
行
第
三
戦
隊
と
渡
り
合
っ

て
い
た
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
も
、
急
速
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。

「
追
い
ま
す
か
？
」

「
必
要
な
い
」

　

佐
藤
少
尉
の
問
い
に
、
原
口
は
即
答
し
た
。

　

ヴ
ュ
ル
ガ
ー
は
足
が
速
い
た
め
、
追
跡
し
て
も
取
り
逃
が

す
こ
と
が
多
い
。

　

師
団
司
令
部
か
ら
も
、

「
ヴ
ュ
ル
ガ
ー
に
対
し
て
は
、
深
追
い
す
る
な
」

　

と
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

逃
げ
た
敵
を
追
う
よ
り
、
新
た
な
敵
に
備
え
た
方
が
賢け

ん

明め
い

と
言
え
る
。

　

ど
の
み
ち
、
原
口
機
の
一
二
・
七
ミ
リ
機
関
砲
は
、
残
弾

が
ゼ
ロ
に
近
い
の
だ
。

　

一い
っ

旦た
ん

着
陸
し
、
補
給
を
受
け
な
け
れ
ば
、
ど
う
に
も
な
ら

な
か
っ
た
。

　

小
隊
を
滑
走
路
に
向
け
て
誘
導
し
つ
つ
、
原
口
は
敵
機
に

言
葉
を
投
げ
か
け
た
。

「
何
度
来
よ
う
と
行
か
せ
ん
ぞ
。
こ
の
パ
レ
ル
モ
か
ら
南
に

は
な
」

２

「
右
一
〇
〇
度
に
艦
影
多
数
。
味
方
輸
送
船
団
と
認
む
」

　

第
五
対
潜
戦
隊
旗き

艦か
ん

「
球く

磨ま

」
の
艦か

ん

橋き
ょ
う

に
、
艦
橋
見み

張は
り

員い
ん

か
ら
の
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

「
球
磨
」
艦
長
坂さ

か

崎ざ
き

国く
に

雄お

大
佐
は
、
右う

舷げ
ん

側
に
双そ

う

眼が
ん

鏡き
ょ
う
を

向
け
た
。

　

水
平
線
の
向
こ
う
か
ら
、
多
数
の
艦
艇
が
姿
を
現
し
つ
つ

あ
る
。

　

輸
送
船
三
八
隻
か
ら
成
る
カ
三
六
船
団
と
、
護
衛
に
当
た

る
第
三
対
潜
戦
隊
だ
。

　

船
団
の
周
囲
を
飛
び
回
る
、
小
さ
な
影
が
見
え
る
。
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イ
タ
リ
ア
領
リ
ビ
ア
の
ト
リ
ポ
リ
に
展
開
す
る
第
七
一
一

航
空
隊
の
九
六
式
陸
上
攻
撃
機
四
機
が
、
潜せ

ん

望ぼ
う

鏡き
ょ
う

深
度
に

潜ひ
そ

む
Ｕ
ボ
ー
ト
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
の
だ
。

「
パ
レ
ル
モ
の
一
二
根
（
第
一
二
根
拠
地
隊
）
よ
り
入
電
し

ま
し
た
。『
我
、
空
襲
ヲ
受
ク
。
飛
行
場
、
在ザ

イ

泊ハ
ク

艦
船
ニ
若

ジ
ャ
ッ

干カ
ン

ノ
被
害
ア
レ
ド
損
害
ハ
軽ケ

イ

微ビ

ナ
リ
。〈
シ
チ
リ
ア
〉
以
南

ニ
向
カ
フ
敵
機
ナ
シ
。
一ヒ

ト

七ナ
ナ

四ヨ
ン

〇マ
ル

（
現
地
時
間
九
時
四
〇

分
）』」

　

船
団
が
次し

第だ
い

に
近
づ
く
中
、
通
信
長
の
高た

か

田だ

慎し
ん

吾ご

少
佐
が

報
告
し
た
。

　

報
告
電
は
、
迎
撃
戦
の
詳
細
に
つ
い
て
は
伝
え
て
い
な
い

が
、
電
文
の
末
尾
に
あ
る
「〈
シ
チ
リ
ア
〉
以
南
ニ
向
カ
フ

敵
機
ナ
シ
」
の
一い

ち

文ぶ
ん

が
何
よ
り
重
要
だ
。

　

カ
三
六
船
団
も
、
三
、
五
対
潜
も
、
空
襲
を
受
け
る
危
険

は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

「
断だ

ん

固こ

通
さ
ぬ
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
構
え
で
す
ね
」

「
連
合
軍
総
司
令
部
の
狙
い
通
り
だ
」

　

坂
崎
の
感
想
を
受
け
、
司
令
官
八や

つ

代し
ろ

祐す
け

吉よ
し

少
将
が
満
足
げ

に
言
っ
た
。

　

シ
チ
リ
ア
島
へ
の
陸
軍
航
空
隊
の
進
出
は
、
パ
レ
ル
モ
の

占せ
ん

領り
ょ
う

直
後
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

リ
ビ
ア
の
ト
リ
ポ
リ
で
待
機
し
て
い
た
第
四
航
空
軍
が
進

出
し
、
地
上
部
隊
の
支
援
を
開
始
し
た
の
だ
。

　

そ
の
後
、
パ
レ
ル
モ
に
第
六
飛
行
師
団
と
海
軍
第
二
三
航

空
戦
隊
が
、
カ
タ
ー
ニ
ア
に
は
海
軍
第
二
五
航
空
戦
隊
、
及

び
英
国
の
空
軍
部
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
、
シ
チ
リ
ア
の
空

の
守
り
に
就
い
て
い
る
。

　

航
空
部
隊
の
任
務
は
、
シ
チ
リ
ア
そ
の
も
の
の
防
衛
よ
り

も
、
シ
チ
リ
ア
島
を
巨
大
な
楯た

て

と
し
、
同
島
以
南
へ
の
枢
軸

軍
に
よ
る
攻
撃
を
防
ぐ
こ
と
だ
。

　

連
合
軍
は
次
期
作
戦
の
準
備
を
始
め
て
い
る
が
、
陸
軍
部

隊
や
補
給
物
資
の
輸
送
航
路
は
シ
チ
リ
ア
島
の
南
側
を
通
る
。

　

船
団
へ
の
攻
撃
を
試
み
る
敵
機
の
阻そ

止し

が
、
シ
チ
リ
ア
島

に
展
開
す
る
陸
海
軍
航
空
部
隊
の
最
も
重
要
な
任
務
な
の
だ
。

　

連
合
軍
総
司
令
部
の
狙
い
は
図ず

に
当
た
り
、
シ
チ
リ
ア
の

連
合
軍
航
空
部
隊
は
、
シ
チ
リ
ア
以
南
へ
の
敵
機
の
進
出
を
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許
し
て
い
な
い
。

　

か
つ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
統ド

ー
チ
ェ領
ベ
ニ
ト
・
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、

地
中
海
を
「
我マ

ー
レ
・
ノ
ス
ト
ラ
ム

ら
の
海
」
と
呼
び
、
イ
タ
リ
ア
に
よ
る
内な

い

海か
い

化
を
目も

く

論ろ

ん
だ
が
、
今
や
地
中
海
の
南
部
は
、
連
合
軍
の
内

海
と
化
し
た
感
が
あ
っ
た
。

「
船
団
に
通
信
。『
我
、
今
ヨ
リ
貴
船
団
護
衛
ノ
任
ニ
就
ク
』」

「
全
艦
に
命
令
。『
第
一
警
戒
航
行
序
列
』」

　

八
代
が
通
信
室
に
二
つ
の
命
令
を
送
っ
た
。

　

五
対
潜
は
こ
の
日
、
カ
三
六
船
団
に
先
行
し
て
、
シ
チ
リ

ア
島
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
分
か
つ
シ
チ
リ
ア
海か

い

峡き
ょ
う

で
、
Ｕ
ボ

ー
ト
の
掃そ

う

討と
う

に
当
た
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
先
は
船
団
と

合
流
し
、
護
衛
に
当
た
る
の
だ
。

　

船
団
の
周
囲
で
は
、
三
対
潜
の
練
習
巡じ

ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

「
香か

椎し
い

」

と
駆く

逐ち
く

艦か
ん

八
隻
が
輪り

ん

型け
い

陣じ
ん

を
組
ん
で
い
る
。

　

五
対
潜
は
、「
球
磨
」
を
中
心
に
傘か

さ

型が
た

の
陣
形
を
組
み
、

船
団
の
前
衛
を
務
め
る
の
だ
。

　

麾
下
の
第
一
一
一
、
一
一
五
駆
逐
隊
が
、「
球
磨
」
の
左

右
に
移
動
す
る
。

　

一
一
一
駆
は
編
成
当
時
か
ら
五
対
潜
の
指
揮
下
に
あ
っ
た

が
、
一
一
五
駆
は
第
三
段
作
戦
の
終
了
後
、
五
対
潜
の
指
揮

下
に
加
わ
っ
た
部
隊
だ
。
松ま

つ

型
駆
逐
艦
の
兵
装
を
変
更
し
、

対
潜
能
力
を
高
め
た
桔き

梗き
ょ
う

型
駆
逐
艦
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ

て
い
た
。

　

上
空
で
は
、
船
団
の
護
衛
に
就
い
て
い
た
九
六
陸
攻
四
機

が
爆
音
を
轟
か
せ
て
い
る
。
五
対
潜
の
合
流
後
も
、
護
衛
を

続
け
る
よ
う
だ
。

　

高
度
を
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
取
り
、
海
面
を
な
め

回
す
よ
う
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
飛
行
す
る
。

「
シ
チ
リ
ア
が
楯
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
あ

の
機
体
は
使
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
な
」

　

八
代
が
、
哨

し
ょ
う

戒か
い

機
の
動
き
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。

　

九
六
式
陸
上
攻
撃
機
、
略
称
「
九
六
陸
攻
」
は
、
対
独
開

戦
の
六
年
前
、
昭
和
一
一
年
に
制
式
化
さ
れ
た
機
体
だ
。

　

今
日
で
は
旧
式
機
に
属
す
る
が
、
航
続
距
離
が
二
三
六
七

浬カ
イ
リ
と
長
く
、
飛
行
時
の
安
定
性
に
も
優
れ
て
い
る
た
め
、

海
軍
は
同
機
に
磁じ

気き

探た
ん

知ち

機き

を
装
備
し
、
対
潜
哨
戒
に
用
い



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




